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【緒言】 

ハイヒールシューズは、そのファッション性

の高さから女性に人気があり、需要が高い靴で

ある。しかし、ハイヒールシューズは不安定性

が高く歩きづらいうえ、身体のさまざまな部位

に傷害をもたらすことがわかっている。ハイヒ

ールシューズ着用時の歩行に関わる研究は多く

あるが、日常生活を想定した歩行が身体に及ぼ

す影響については述べられていない。したがっ

て本研究では、ハイヒールシューズを着用した

歩行が、関節キネマティクスおよび筋活動に及

ぼす影響を経時変化に着目し、ランニングシュ

ーズと比較することで明らかにすることを目的

とする。 

 

【方法】 

被験者は健康な成人女性計６名であった。

別々の日にヒール高7.2cmのハイヒールシュー

ズ(ＨＨＳ)とランニングシューズ(ＲＳ)を着用

させトレッドミル上で 30 分間の歩行(1.3km/

ｓ)を行わせた。歩行中、右脚の足・膝・股関節、

体幹の3軸6自由度の関節角度、および前脛骨

筋(ＴＡ)、長腓骨筋(ＰＬ)、腓腹筋(ＭＧ)、ヒ

ラメ筋(ＳＯＬ)、大腿直筋(ＶＬ)、外側広筋(Ｒ

Ｆ)、大腿二頭筋(ＢＦ)、脊柱起立筋(ＥＳ)の筋

放電量を 30 分間の中で５分ごとに７回計測し

た。身体位置座標は、全被験者の片足支持期を

100％とした時系列データを平均したものを各

規定時間の代表値とした。筋放電量は身体位置

座標同様に代表値を求め、最大努力で力発揮を

行った際の筋放電量で正規化した後、支持期の

値を平均した(ｍＥＭＧ)。統計処理には分散分

析(二元配置、反復測定)を行い、有意水準は p

＜0.05とした。 

 

【結果・考察】 

シューズ間の差が足関節の水平面、膝関節、

体幹の前額面上にみられた。経時変化が体幹側

屈角度、足関節の背屈・外旋角度およびＴＡ、

ＭＧのｍＥＭＧにみられた。歩行開始０分の時

点においてシューズ間で比較すると、ＨＨＳ歩

行時、足関節の水平面上で高い外旋角度が認め

られ、時間経過と共に増加した。ＨＨＳはその

形状が生む不安定性が足部の水平面上の動きに

影響を及ぼし、外旋させながら歩行していると

考えられる。また、ＨＨＳ歩行時には、膝関節

は高い外反角度を示した。外反膝は膝関節外側

へ過度な負荷を与え，膝関節周辺の傷害を発生

させる一因であると報告されている。体幹は高

い側屈角度を示し、かつ徐々に増加していった。

腰椎が体幹側屈の回転中心となって腰椎周辺組

織にストレスがかかるため、腰痛などの障害に

つながると推察される。また、足関節最大背屈

角度が経時的に大きくなり、同時にＴＡとＭＧ

のｍＥＭＧも減少した。従って、背屈角度の増

加はＴＡの活動によるものではなく、ＭＧの活

動低下によるものだと考えられる。 

 



【結論】 

本研究より、ＨＨＳを着用して歩行すると、

ＲＳ着用時と比較して足・膝・体幹関節角度お

よびその筋活動には変化がみられることが明ら

かになった。歩行中、足関節外旋、膝関節外反

および体幹側屈がおこり、それぞれの関節に負

荷が加わり続けていたと考えられる。つまり、

ＨＨＳ着用時の歩行が足、膝関節および腰部な

どの傷害を誘引する可能性があると推察される。 


